
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

県が関与
する理由

【左記の説明、根拠法令等】
県関与の必要性あり

kyogaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

２　信州に根ざし世界に通じる人材の育成 実施期間 H27

地域について学ぶ機会は小学校、中学校、高校の順で減少している。
教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する学校（小学校） 100％
教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する学校（中学校） 72％
地域の人が教育活動への支援を行っている学校（高校） 47％

　すべての小・中・高校において、長野県の風土を理解し、地域に参加するとともに地域を創生していく「人財」を育成する。目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

事業番号 15 05 09 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

事　業　名 「信州学」推進事業費「信州学」推進事業費「信州学」推進事業費「信州学」推進事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 教学指導課

総合５か
年計画

プロジェクト  ８-３-１　教育再生プロジェクト E-mail

～

（補正後）

高校における「信州学」の推進 直接

・県立高校において、県教育委員会が作成したテキスト
を使用した長野県の歴史・文化等に係る学習
・各高校が地域の特色を生かして独自に取組む探究的
学習

0 23,003 23,003

項目 実施方法 H27実施内容
（補正前） （２月補正）

合計 0 23,003 23,003

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27補正後27補正後27補正後27補正後

成果目標・
事業内容

・教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する小中学校の割合をH29年度小学校100％、中学校100％に向け、H27年度は小
学校100%、中学校80％を目指す。
・H27年度 地域の人が教育活動への支援を行っている高校の割合 48％を目指す。

（単位：千円）　

H28
目標

補正予算 23,003

合計（A)

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算

H26末
（実績）

H27

0 0 0 23,003

「信州学」を実施
する県立高校の割
合

ー ー

Aの
財源

23,003

（教科及び総合的な
学習の時間で地域に
ついて学習する学
校）

ー
（小　100%）
（中　 80%）

0 8,258

0 0 0 0

（地域の人が教育活
動への支援を行って
いる高等学校）

ー （高 48%）

要求からの主な変更点 要求どおり

H27

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 31,261

概　算
人件費

1.00

0 0


